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　このたび当研究所の研究テーマ「植物由来VOCと自動車排出ガスの光化学
反応が都市大気汚染物質の生成に与える影響」が、文部科学省及び日本学術
振興会が審査・交付する「科学研究費補助金」に採択されました（研究代表者：
國分優孝、研究分担者：秦寛夫、鶴丸央）。本研究について以下にご紹介します。
　PM2.5に代表される微粒子や光化学オゾンといった大気汚染物質の高濃度
現象は、現在も解決できていない都市環境問題です。都市大気では、沿道にお
いて自動車から排出される窒素酸化物（NOx）と街路樹から放出される揮発性
有機化合物（植物由来VOC）が反応し、局所的に大気汚染物質が生成されてい
る可能性があります（図１）。本研究は、沿道大気汚染に着目し、街路樹からの
植物由来VOCと自動車排出ガスが共存することによって、どのような光化学反
応が起こり、どれほど微粒子や光化学オゾンが生成されるのかを、スモッグチャ
ンバーによる室内実験（図２）と数値シミュレーションによる検証を通じて解明
します。さらには、東京都心の区部全域を対象に、自動車由来の汚染空気が存
在する沿道大気に植物由来VOCが放出されることで生成する微粒子と光化学
オゾンの総量の算出を試みます。
　以上の研究から、これまで説明困難な現象とされてきた都市域における高
濃度大気汚染の出現メカニズム解明とその抑制につなげていきたいと考えて
います。
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【図2】スモッグチャンバーと研究担当者【図1】研究の概念図
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　当研究所では、皆様に日頃の取組や研究の成果を広く知っていただき、研究所をより身近なものとして感じても
らうため、科学・環境関連のイベントに出展しています。今回は「Tokyoふしぎ祭エンス2019」及び「第12回江東区環
境フェア」への出展の様子についてご紹介します。

科学技術週間……科学技術について広く一般の方々に理解と関心を深めていただき、日本の科学技術の振興を
　　　　　　　　図ることを目的として、昭和（1960）35年2月に制定されました。

　平成31（2019）年4月14日（日）に、日本科学未来館で行なわれた「科学技術週間　東京都特別行事－Tokyoふし
ぎ祭エンス2019－」に出展しました。当研究所のブースでは「オリジナル入浴剤を作ろう！」を実施しました。参加者
は酸性･アルカリ性の性質について説明を受けた後、クイズやリトマス試験紙の実験に挑戦し、最後は重曹とクエン
酸を使ってオリジナルの入浴剤を作りました。
　全6回とも早くに定員に達し、満席となり、大盛況でした。アンケート結果によると、来場者の大半は小学生でした。
ブースには入浴剤作りの参加者に加え、付き添いの保護者の方、パネルを見に来ていただいた方など計194名の
方にお越しいただきました。今回の体験がお子様達にとって科学に興味を持つ一助になれば幸いです。

パネルクイズ

活動報告　イベント出展報告活動報告　イベント出展報告

Tokyoふしぎ祭エンス2019

　令和元（2019）年6月2日（日）に江東区学習情報館　えこっくる江東で行なわれた「第12回江東区環境フェア」に
出展しました。研究所ブースではエコドライブシミュレーターを使用したエコドライブ体験を実施し、得点をランキ
ング形式で掲示しました。また、体験者にはエコドライブ関連グッズの配布、順番待ちをされている来場者の方には
エコドライブに関するクイズができるタブレットの貸出しを行いました。
　その他に、研究所の研究を紹介する自動車環境対策に関するパネルや今回の江東区環境フェアのテーマである
「水に親しむ」に合わせて水環境に関するパネルを展示し、解説をしました。　　　
　エコドライブ体験の参加者は小学生の方が多く、昨年度に引き続き、今年度もご来場いただいた方もいらっしゃ
いました。ブースには237名の方にご来場いただき、その内58名の方にはエコドライブ体験をしていただきました。
今回の体験が来場者の皆様の環境に優しい運転について考えるきっかけになれば幸いです。

第12回江東区環境フェア

リトマス試験紙実験 入浴剤作り

会場全体 エコドライブ体験 パネル解説
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　当研究所　環境資源研究科　水環境研究チームでは、新たに音響測深機（海中に向けて超音波を発射し、その
反射波を捕らえることで水深を測ることができる機械）を導入しました。これまでの調査では、人が水の中で立てる
範囲で測量の為の棒を使い、浅瀬の水深を計測していましたが、音響測深機は浅瀬のみならず人が立ち入ること
ができない深い場所でも高精度に水深を測ることができ、海底の状況を詳しく探ることが可能になります。
　今年度から新たに研究テーマに加わった「沿岸域生態系を活用した水質浄化に関する研究」では、本機器を活用
した海底地形調査を行い、都内沿岸域の環境修復や生物の生息場創出に向けた調査・研究を進めています。
　平成31（2019）年3月4日（月）、11日（月）の2日間、水環境研究チームの音響測深機の使用方法等の習得の為に
行なわれたトレーニングに同行しました。一日目は室内で音響測深機の取付け、水槽を使ってのデモトレーニング
をした後、パソコンの設定方法、測定後のデータの確認方法等についての説明を受けました。二日目は調査船に音響
測深機を取付け、海底地形を測定する実地トレーニングを行ないました。2日目のトレーニングの様子をご紹介します。

パソコンには船が通過した場所の水深等が色分けされ画面に映り、その場で
確認・データの保存ができる。
音響測深機が測れる範囲は限られているため、調査船の位置を少しずつ
ずらして往復させることで広い範囲の海底地形を計測することができる。

デ
ー
タ
確
認
の
様
子
。海
で
は
水
深
情
報
だ

け
で
な
く
、水
中
に
あ
る
ゴ
ミ
や
沈
ん
だ
船

の一
部
な
ど
様
々
な
も
の
が
確
認
さ
れ
る
。

音
響
測
深
機
の
本
体
は
８
kg
の
重
さ
が
あ

り
、側
面
は
セ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
る
為
、

取
り
付
け
の
際
に
は
傷
つ
け
な
い
よ
う
に

注
意
が
必
要

音
響
測
深
機
の
上
部
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、パ
ソ
コ
ン
に
地
図
情
報
を
取

り
込
み
、位
置
情
報
を
把
握
す
る
。

地
上
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
実
際
に
取
り

付
け
ら
れ
た
音
響
測
深
機
。青
と
黒
の
楕

円
形
の
部
分
が
本
体

計
測
中
の
音
響
測
深
機
の
様
子
。

本
体
部
分
は
海
中
に
沈
め
ら
れ
る
。

調
査
船
に
取
り
付
け
を
す
る
際
に
は
、水

流
で
落
ち
な
い
よ
う
に
本
体
は
ベ
ル
ト
で

調
査
船
に
固
定
す
る
。

　今後も研究所ニュースを通じて、当研究所の活動について皆様にお伝えしていきます。

研究調整課　広報担当　綿引　敦子

活動報告  海底地形調査活動報告  海底地形調査
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〒136-0075  東京都江東区新砂一丁目7番5号　　　　　　　
 TEL 03（3699）1333  FAX 03（3699）1345

〒163-8001  東京都新宿区西新宿二丁目8番1号　　　　　　　
 TEL 03（5388）3426（ダイヤルイン）

メールアドレス／kanken@tokyokankyo.jp

●記事へのご意見がございましたら下記へお寄せください。

【編集】 東京都環境科学研究所公益財団法人
東京都環境公社　

【発行】東京都環境局総務部環境政策課

2019年6月発行

https://www.tokyokankyo.jp/kankyoken/ホームページ

石油系溶剤を含まないインキを使用しています。

登録番号  第（30）130号
環境資料第31054号
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3番出口  徒歩10分

ゴルフ練習場

永代通り

東京トヨタ

江東運転
免許試験場

第九機動隊 研究所

東陽町駅

「第九機動隊前」信号を
曲がってください。

東京都環境科学研究所  施設公開

研究員が表彰されました！

　平成31（2019）年3月8日（金）環境資源研究科　飯野成憲研究員が平成30年度廃棄物資源循
環学会　関東支部　講演会・研究発表会において、「塩化揮発法による都市ごみ焼却灰の資源
化」のポスター発表が極めて優れていたと認められ、優秀ポスター賞を受賞しました。

平成30年度 廃棄物資源循環学会関東支部 優秀ポスター賞

お知らせ

“Let’sサイエンス2019”“Let’sサイエンス2019”“Let’sサイエンス2019”“Let’sサイエンス2019”

〈URL〉 https://www.tokyokankyo.jp/kankyoken/

入場無料7月20日㈯（2019年）
10：00～
16：00

　五十嵐美樹さんによるサイエンスショー
●

●研究員による科学教室＆ワークショップ

※申込方法は東京都環境科学研究所ＨＰをご覧下さい。

（一部当日整理券配布あり）

事前予約要

●研究所施設の見学ツアー

※駐車場はございませんので、お車でのご来場
はご遠慮ください。
※ベビーカーを使用して建物内に入れません
ので、ご了承ください。

令和元年

科学のお姉さん


